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１ 令和２年度「能代北高跡地利活用基礎調査業務」の検討成果を伝える広報資料の作成 
 

・北高跡地の現状に対する理解や北高跡地の利活用に関する活発な意見交換を促進する広報資

料として『これから、ここから。-能代北高跡地利活用スタートブック／2021』を作成した。 

・『これから、ここから。』は、『能代北高跡地利活用基礎調査業務報告書』（2021 年 3 月）を基

本にしつつ（表 2-1）、高校生以上の幅広い年齢層を想定し、図版を多く使用し、かつ平易な

文章表現となるように工夫した。 

・『これから、ここから。』の作成にあたり、新たに追加した主な情報等は、以下の通りである。 

1) 北高跡地における思考継続型プロジェクトの全体イメージの提示 

2) 2021年以降の検討手法を共有するための視覚イメージ 

3) 北高跡地の立地の視覚的把握 

4) 「能代北高跡地利活用基礎調査業務」における意見交換会の掲載 

5) 思考継続型プロジェクトの目的の明示 

 

 

簡易なテキストとイラストを用いた概要説明 

 

検討手法を共有するための視覚イメージ 

図1 広報資料用に新たに作成した情報 
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２ 北高跡地の利活用に向けた住民意向確認（ワークショップ） 
 

・思考継続型のワークショップでは、最適解の希求ではなく、北高跡地の利活用の可能性を広げ

ることを念頭に、検討すべきテーマやその検討手法を計画した。 

・「北高跡地利活用の可能性を探るワークショップ」を４回計画し、３回開催した（表1）。 

 

表1 北高跡地利活用の可能性を探るワークショップ 

 開催日時 備考 

第1回WS 
2021年10月17日（日） 

13:00〜16:00 
 

第2回WS 
2021年11月28日（日） 

13:00〜16:00 
 

高校生WS 
2021年12月9日（木） 

13:00〜15:00 

秋田県立能代松陽高等学校2年生

を対象に実施 

第3回WS 
2022年1月16日（日） 

13:00〜16:00 

新型コロナウイルスの感染拡大防

止のため実施せず 

 

・第１回ワークショップは、「能代北高跡地利活用基礎調査業務」の検討成果を説明したのち、

「ワーク1：北高跡地に期待すること」と「ワーク2：北高跡地の機能を複合的に考える」を

テーマに意見交換を行った。 

・第２回ワークショップは、第１回ワークショップで出された全ての意見をベースに、「北高跡

地で取り組むプロジェクト（短期・中長期）を考える」をテーマにしたグループワークを行っ

た。 

・秋田県立能代松陽高等学校の２年を対象に、ワークショップを実施した。ワークショップの内

容は、第２回ワークショップと同様に、北高跡地で取り組んでみたい短期・中長期プロジェク

トのアイデアをグループワークにより検討した。 

 

表2 ワークショップのテーマ 

 第1回WS 第2回WS 高校生WS 

テーマ ワーク1：北高跡地に期待

すること（個人ワーク） 

ワーク2：北高跡地の機能を

複合的に考える（グループ

ワーク） 

北高跡地で取り組むプロジェクト（短

期・中長期）を考える 

前半：プロジェクトの抽出 

後半：短期プロジェクトの詳細化 

参加者数 17人 14人 36人 
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３ ワークショップにおける検討成果の公表 
 

・全３回のワークショップの実施内容については、アーツセンターあきたのウェブサイトやニュ

ーズレター（計３号発行）により、広く公表した。 

・ワークショップに参加していない人でも、その検討成果を共有できるよう、グラフィックレコ

ーディングによる全ての記録を能代市のウェブサイトにて公表した。 

・能代市役所の市民交流スペースにおいて、ニューズレターを中心としたバナー展示も行い、多

様な手法を用いた検討成果の公表を試みた。 

 

 

能代北高跡地のワークショップニューズレター（表紙） 

 

 

能代市役所の市民交流スペースにおけるバナー展示 

図2 多様な手法を用いた検討成果の公表 
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４ 北高跡地の利活用案の作成 
 

・ワークショップでの検討内容を踏まえ、北高跡地の利活用案として次年度での実施を想定した

短期プロジェクト案を作成した。 

 

 

 

図3 次年度での実施を想定した短期プロジェクト案 
  


